
家
永
豊
吉

家
永
豊
吉
(
一
八
六
二
1
一
九
三
六
)
は
、

今
日
で
は
学
界
や
一
磊
界
で
ま
っ
た
く
、
忘
れ

去
ら
れ
た
存
在
で
あ
る
。
し
か
し
、
家
永
の
事

績
を
調
べ
て
ゅ
く
う
ち
に
、
か
れ
は
、
ひ
と
り

同
志
社
が
生
ん
だ
逸
材
と
い
う
だ
け
で
な
く
、

そ
の
足
跡
は
、
波
乱
に
富
む
近
代
日
本
と
ア
メ

り
力
の
知
的
交
流
や
文
化
接
触
史
上
、
新
渡
戸

稲
造
や
朝
河
貫
ら
の
業
績
に
比
せ
ら
れ
る
べ

き
大
き
さ
を
も
つ
こ
と
が
次
第
に
判
明
し
て
き

た
。

筆
者
が
家
永
豊
吉
の
名
前
を
知
っ
た
の
は
、

今
か
ら
二
余
年
も
前
の
こ
と
で
蘇
峰
自
伝

も
う
一
つ
の
「
太
平
洋
の
懸
橋
」

や
『
国
民
之
友
』
に
掲
載
さ
れ
た
評
厶
翅
そ
れ

に
、
熊
本
洋
学
校
関
係
の
史
料
閲
覧
を
通
じ
て

で
あ
っ
た
。
ま
た
、
先
年
、
京
都
の
あ
る
会
合

で
た
ま
た
ま
ハ
ワ
イ
大
学
の
ジ
ョ
ー
、
シ
.
ア
キ

、ノ

タ
氏
と
会
っ
た
と
き
、
か
れ
の
よ
う
な
外
国
人

研
究
者
が
、
「
マ
イ
ナ
ー
L
な
家
永
に
興
味
を
も

つ
て
い
る
こ
と
を
知
っ
て
驚
い
た
り
、
慶
應
の

福
沢
研
究
セ
ン
タ
ー
で
、
家
永
の
慶
應
義
塾
の

専
任
教
員
時
代
の
こ
と
を
調
査
す
る
過
程
で
私

自
身
の
関
心
が
徐
々
に
深
ま
っ
て
ぃ
っ
た
。
そ

の
よ
う
な
折
に
ち
ょ
う
ど
昨
年
(
九
九
五
年
)

の
秋
、
早
稲
田
大
学
の
内
田
満
教
授
が
、
「
近
代

日
本
に
お
け
る
同
志
社
と
早
稲
田
の
知
の
交
流

同
志
社
人
物
誌
 
3

.

社
人
物
誌

け
は

し

西
田
毅

1
政
治
学
の
場
合
L
 
と
題
す
る
講
演
で
、
家
永

が
早
稲
田
に
お
い
て
、
当
時
最
先
端
を
ゆ
く
ア

メ
リ
カ
政
治
学
を
積
極
的
に
紹
介
し
た
こ
と
な

ど
に
ふ
れ
ら
れ
た
。
内
田
教
授
の
同
志
社
法
学

会
の
講
演
に
つ
い
て
は
、
筆
者
は
、
学
内
広
報

)も

誌
や
同
志
社
タ
イ
ム
ス
に
紹
介
し
て
お
い
た
。

従
来
の
安
部
磯
雄
や
浮
田
和
民
研
究
に
加
え

て
、
早
稲
田
で
は
、
さ
ら
に
、
ア
メ
リ
カ
政
治

学
へ
の
視
座
と
い
う
観
点
か
ら
浮
田
と
並
ん
で

家
永
に
対
す
る
関
心
が
高
ま
っ
て
い
る
こ
と
を

知
っ
て
新
鮮
な
驚
き
を
禁
じ
得
な
か
っ
た
。
そ

し
て
、
こ
の
た
び
太
田
雅
夫
編
監
訳
の
『
家
永

豊
吉
と
明
治
憲
政
史
論
』
(
一
九
九
六
年
四
旦

(
大
学
法
学
部
教
授
)

同
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・
才

一
八
六
二
(
文
久
二
)
年
八
月
、
福
岡

県
柳
川
に
生
ま
れ
る
。
父
は
元
大
津
県
知

事
、
元
老
院
議
官
の
辻
維
岳
。
一
八
七
四

(
明
治
七
)
年
、
熊
本
洋
学
校
に
入
学
、
花

岡
山
に
お
け
る
『
奉
教
趣
意
」
に
署
名
、

熊
本
バ
ン
ド
の
一
員
と
な
る
。

一
八
七
六
(
明
治
九
)
年
九
旦
同
志

社
に
入
学
。
一
八
七
九
(
明
治
二
一
)
年

退
学
、
米
国
オ
ベ
り
ン
大
学
に
自
留
学
。

さ
ら
に
、
ジ
ョ
ン
ズ
・
ホ
ブ
キ
ン
ス
大
学

に
進
み
、
肌
D
を
取
得
。

一
八
九
0
 
(
明
治
二
一
己
年
帰
国
、
東

京
専
門
学
校
、
師
に
な
り
、
一
八
九
=
ス
明

治
一
エ
ハ
)
年
か
ら
一
九
0
0
(
明
治
一
三
一
一
)

年
ま
で
應
襲
塾
大
学
文
学
部
教
授
。
一

九
0
一
(
明
治
三
巴
年
再
渡
米
。
シ
カ

ゴ
大
学
講
師
と
し
て
約
一
 
0
年
間
、
ユ
ニ

,
、

!
シ
テ
ィ
エ
キ
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
運
動
に

ノ参
加
。
あ
わ
せ
て
、
民
問
外
交
官
と
し
て

日
米
擦
の
解
消
に
一
役
買
う
。
晩
年
は

ニ
ユ
ー
ヨ
ー
ク
州
郊
外
で
静
か
に
余
生
を

送
っ
て
い
た
が
、
一
九
一
三
ハ
(
昭
和
一
こ

年
二
一
月
、
オ
ニ
ー
ダ
湖
上
で
事
故
死
。

享
年
七
四
。

物人1子↓
0

が
公
刊
さ
れ
た

本
耆
は
二
部
構
成
か
ら
成
り
、
第
部
は
家

永
の
生
涯
、
そ
れ
は
熊
本
洋
学
校
、
同
志
社
時

代
に
は
じ
ま
り
、
オ
ベ
り
ン
大
学
と
ジ
ョ
ン

ズ
・
ホ
プ
キ
ン
ス
太
再
代
、
そ
し
て
帰
国
後

の
柬
京
専
門
学
校
講
師
時
代
、
外
務
省
、
台
湾

総
督
府
時
代
、
さ
ら
に
、
九
一
(
明
治
N
)

年
、
四
0
歳
で
再
波
米
、
シ
カ
ゴ
大
学
の
大
学

普
及
部
 
d
ヨ
ぐ
含
m
一
マ
同
X
岳
コ
曾
含
特
仟
教
授

と
し
て
日
米
友
好
の
た
め
に
大
車
輪
の
活
躍
を

す
る
国
際
人
と
し
て
の
ア
メ
リ
カ
時
代
に
至
る

そ
の
「
数
奇
な
生
涯
」
が
包
括
的
に
描
か
れ
て

る
。
笆
部
は
N
D
論
文
「
日
本
に
お
け
る

い轟
叢
治
の
発
達
一
八
五
三
1
一

年
」

ハ
ハ

↓
ず
ゆ
δ
0
易
ヨ
三
一
0
旦
口
ゆ
ぐ
ゆ
一
0
で
ヨ
ゆ
ヨ
 
0
-

、
§
戸
一
器
'
易
伽
一
を
は
じ
め
一
篇
の
演
説
、

そ
し
て
、
ジ
ョ
ン
ズ
・
ホ
プ
キ
ン
ズ
大
学
時
代

の
新
島
襄
あ
喜
簡
(
英
文
)
等
が
収
め
ら
れ

て
い
る
。
い
ず
れ
も
、
現
在
、
原
本
の
入
手
が

か
な
り
困
難
な
資
料
で
あ
る
。

家
永
に
関
す
る
不
十
分
な
史
料
と
い
う
ハ
ン

デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ
の
中
で
、
編
集
さ
れ
た
太
田
教

授
の
本
書
か
ら
、
読
者
は
貰
重
な
教
示
を
う
け

る
に
違
い
な
い
。
筆
者
も
本
吉
に
ょ
っ
て
末
知

の
資
料
に
接
す
る
機
会
が
得
ら
れ
た
。
小
論
を

同

同
志
社
人
物
誌
釘

ま
と
め
る
に
際
し
て
、
参
考
文
献
と
し
て
利
用

さ
せ
て
い
た
だ
い
た
こ
と
を
お
断
り
し
て
お

く

さ
て
、
家
永
豊
吉
の
簡
単
な
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

を
掲
げ
よ
う
。

家
永
は
一
八
六
一
(
文
久
二
)
年
八
月
に
福

が
く

岡
県
柳
川
に
藩
士
辻
維
岳
の
子
と
し
て
生
ま
れ

た
。
そ
し
て
、
幼
時
に
柳
川
藩
主
立
花
鑑
寛
の

藩
士
家
永
達
之
助
に
預
け
ら
れ
辻
姓
を
名
乗
っ

た
。
長
じ
て
熊
本
洋
学
校
な
ら
び
に
同
志
社
英

学
校
で
学
ぶ
。
熊
本
洋
学
校
時
代
に
ジ
エ
ー
ン

ス
よ
り
受
洗
し
、
花
岡
山
の
「
奉
教
趣
意
圭
凹
」

の
宣
誓
署
名
者
に
加
わ
っ
た
。
そ
の
後
洋
学
校

の
廃
校
に
と
も
な
い
、
卒
業
生
と
在
校
生
一
七

名
は
一
八
七
六
(
明
治
九
)
年
九
月
、
ジ
エ

ン
ズ
の
紹
介
で
同
志
社
英
学
校
に
入
学
し
た
。

世
に
い
う
熊
本
バ
ン
ド
の
輸
血
で
あ
る
。
黒

社
で
は
新
島
襄
や
ラ
ー
ネ
ッ
ド
ら
の
薫
陶
を
う

け
る
が
、
七
九
年
、
大
久
保
真
次
郎
と
一
緒
に

退
学
、
自
費
留
学
で
米
国
オ
ベ
り
ン
大
学
に
留

学
す
る
。
オ
ベ
り
ン
卒
業
後
さ
ら
に
ジ
ョ
ン

ズ
・
ホ
プ
キ
ン
ス
大
学
大
学
院
に
進
み
、
畍
D

を
得
て
帰
国
(
一
八
九
)
、
東
京
専
門
学
校
政

治
科
備
師
と
な
る
。
そ
し
て
、
一
八
九
(
明



治
六
)
仟
か
ら
一
九
0
0
 
(
明
治
)
年

ま
直
應
義
塾
大
学
文
学
部
教
授
と
し
て
原
害

を
用
い
て
欧
米
の
歴
史
を
講
じ
て
い
る
。
な
お

こ
の
時
期
、
同
じ
慶
應
の
文
学
部
の
教
員
と
し

て
は
、
他
に
時
同
志
社
の
講
師
歴
が
あ
る
坂

田
丈
平
(
漢
文
学
)
や
中
島
力
造
(
心
理
学
)

と
い
っ
た
同
志
社
関
係
者
の
顔
ぶ
れ
も
み
ら
れ

る
家
永
は
ま
た
兼
任
で
東
京
高
等
商
業
学
校

教
授
も
つ
と
め
た
。
慶
應
の
文
学
部
は
そ
の
後

学
生
が
減
り
、
明
治
三
三
年
度
で
一
た
ん
閉
鎖

し
明
治
一
一
七
年
に
復
活
す
る
が
、
復
活
後
の
教

授
名
抑
に
家
永
、
坂
田
ら
の
名
前
は
な
く
、
同

志
社
関
係
者
と
し
て
は
、
唯
一
、
蔵
原
惟
郭
(
哲

学
・
倫
理
学
担
当
、
在
任
期
問
明
治
三
七
1
四

年
)
の
名
前
が
み
ぇ
る
(
『
慶
應
義
塾
百
年
史
』

別
巻
<
大
希
>
一
 
0
 
一
ペ
ー
ジ
、
昭
和
三
七

年
刊
)
。

慶
應
在
任
中
に
家
永
は
、
外
務
省
翔
訳
係
と

し
て
外
務
省
に
勤
務
、
さ
ら
に
、
一
八
九
九
(
明

治
己
年
台
湾
総
督
府
鑾
*
所
に
勤
務
、
ア

ヘ
ン
制
度
開
査
の
仕
事
に
就
く
そ
し
て
、
台

湾
の
ア
ヘ
ン
問
題
に
強
い
関
心
を
も
っ
て
い
た

民
政
局
長
後
藤
新
平
の
依
頼
を
う
け
て
西
ア
ジ

ア
の
ア
ヘ
ン
凋
査
活
動
に
で
か
け
総
日
数
ニ
ハ

九
口
、
行
程
力
下
余
マ
イ
ル
の
長
大
な
調

書物人t志

査
旅
行
を
敢
h
、
蕪
峰
の
は
か
ら
い
で
西
亜

細
心
旅
磊
』
と
題
す
る
蝦
告
記
を
民
友
社
か

ら
刊
行
(
一
九
年
)
し
た
。
こ
の
と
き
家

、
氷
は
、
イ
ン
ド
、
ヘ
ル
シ
ア
、
ト
ル
コ
、
エ
ジ

プ
ト
等
の
ア
ヘ
ン
凋
査
を
お
こ
な
う
と
同
時
に

イ
ギ
リ
ス
や
フ
ラ
ン
ス
ら
の
帝
国
主
義
諸
国
の

植
民
政
策
の
実
一
き
次
第
に
関
心
を
深
め
て
い

つ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る

怖
D
を
取
得
し
て
怜
国
後
年
、
家
永
に

大
転
機
が
訪
れ
る
す
な
わ
ち
、
九
●

年
、
ア
メ
リ
カ
永
住
忠
思
で
決
行
さ
れ
た
再

波
米
が
そ
れ
で
あ
る
渡
米
し
た
家
永
に
与
え

ら
れ
た
犬
職
と
も
い
う
べ
き
仕
事
は
何
で
あ
っ

た
の
か
。
そ
れ
は
、
シ
カ
ゴ
大
学
の
大
山
喜
及

ξ
、

ユ
ニ
バ
ー
シ
テ
ィ
・
エ
キ
ス
テ
ン
シ
ョ
ン

亡
口の

講
師
と
し
て
の
採
用
で
あ
っ
た
家
、
氷
は
シ

カ
ゴ
大
学
初
代
総
長
W
 
・
 
R

ハ
ー
の
構

.

想
の
下
に
生
れ
た
大
ψ
署
及
部
の
講
師
と
し

て
、
大
学
教
育
の
民
間
へ
の
普
及
活
動
倫
熱

を
注
い
だ
。
か
れ
の
大
学
教
育
普
及
運
動
に
対

す
る
関
心
の
一
茎
え
は
、
は
や
く
ジ
ョ
ン
ズ

.

ホ
プ
キ
ン
ス
大
学
時
代
に
遡
る
。
す
な
わ
ち
、

在
学
中
、
大
き
な
学
問
的
影
響
を
う
け
た
H
.

ア
ダ
ム
ズ
や
R
 
・
イ
リ
ー
の
両
山
署
が
ユ
ニ
バ

ー
シ
テ
ィ
・
エ
キ
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
運
動
に
関
わ

師

り
を
も
っ
て
お
り
、
イ
リ
ー
か
お
こ
な
っ
た
地

忍
鼎
演
儒
師
と
し
て
参
加
し
て
い
る
こ

と
、
そ
し
て
、
帰
国
後
『
国
家
学
会
雑
誌
』
等

で
英
米
の
大
学
教
育
普
及
運
動
の
器
嵳
紹
介

し
て
い
る
。
ま
さ
に
、
現
代
の
生
涯
教
*
同
、
市

民
教
育
忠
裳
を
わ
が
国
に
稍
極
的
に
紹
介
し

た
最
初
の
日
本
人
と
い
ぇ
よ
う
。
し
か
も
演
説

や
執
筆
だ
け
で
な
く
、
東
京
専
門
学
校
講
師
時

代
に
地
方
へ
の
巡
同
学
需
演
会
を
実
施
し
た

り
、
講
義
録
を
印
刷
し
て
筆
吾
慣
れ
な
い
受

'
乍
の
理
解
を
助
け
る
努
力
を
し
て
い
る
。
早

(
明
治
四
二
)
年
、
校

し
し

稲
田
で
は
、
一

ブ
ブ

外
教
育
部
を
新
設
し
て
市
民
教
育
に
乗
り
出
し

た
が
、
ユ
ニ
バ
ー
シ
テ
ィ
・
エ
キ
ス
テ
ン
シ
ョ

ン
述
動
の
先
駆
的
位
置
を
占
め
る
早
稲
田
大
学

に
あ
っ
て
、
家
、
水
は
ま
さ
に
強
力
な
推
進
者
と

し
て
の
役
割
を
演
じ
た
と
い
ぇ
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
家
永
の
実
践
活
動
の
根
底
に
は
、

ゆ
よ
,

帝
国
大
学
令
に
定
め
る
「
国
家
の
須
要
に
応
ず

る
字
術
技
芸
を
教
授
」
す
る
国
家
、
玉
的
な
傾

向
と
異
質
の
民
衆
の
齊
蒙
を
倒
的
と
し
た
「
開

か
れ
た
大
学
L
 
の
理
念
に
誌
子
る
平
民
、
謡

的
な
教
育
観
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る

(
明
治
五
)
年
に
開
校
し
た
シ

同
志
社
人
物
誌

八
九

ノ、
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カ
ゴ
人
学
の
大
学
普
及
部
は
、
数
あ
る
ア
メ
リ

力
の
ユ
ニ
バ
ー
シ
テ
ィ
・
エ
キ
ス
テ
ン
シ
ョ
ン

運
動
の
中
で
も
'
取
も
活
兆
で
成
功
し
た
例
と
い

わ
れ
て
い
る
開
儿
永
さ
れ
た
'
座
数
、
参
加
人

数
、
学
会
'
大
〕
霽
及
界
の
窕
行
等
い
ず

誌物人

れ
も
め
ざ
ま
し
い
業
績
を
あ
げ
て
い
た
ま
た
、

こ
の
よ
う
な
誠
座
学
習
科
に
加
え
て
、
逓
猫
教

育
科
も
設
け
ら
れ
正
規
の
大
学
教
台
を
う
け
る

こ
と
の
で
き
な
い
人
々
に
対
し
て
、
広
く
.
鼎

教
育
修
学
の
機
会
を
与
え
た
家
永
が
シ
カ
ゴ

'

、
運
＼

、
、
一
、

大
1
に
赴
任
し
た
の
は
、
削
座
再
科
一
含
,

三
お
1
m
三
ル
て
口
ゆ
で
N
-
.
一
ヨ
ゆ
三
が
開
か
れ
て
九

年
で
、
そ
れ
か
ら
一
九
一
一

し

九

年
後
の

ブ

年
に
財
政
上
の
理
山
で
廃
止
さ
れ
る
ま
で
一
一

年
間
絖
い
た

ι
口
清
戦
争
か
ら
日
露
戦
勝
を
経
て
韓
国
併
合

を
突
現
、
そ
し
而
州
に
対
す
る
権
益
を
め
ぐ

つ
て
ア
メ
リ
カ
と
の
対
立
が
次
第
蟻
著
に
な、

、

つ
て
ゅ
く
時
代
で
あ
る
ま
た
、
極
東
の
後
発

資
本
主
義
国
日
本
が
、
H
清
日
露
の
両
戦
争
で
、

清
国
と
世
界
の
列
強
の
っ
で
あ
る
ロ
シ
ア
を

^
ち
^
り
、
^
く
世
^
の
^
倒
を
^
め
る
よ
う

に
な
っ
た
こ
ろ
で
も
あ
る
。
ア
メ
リ
カ
大
統
領

シ
オ
ド
ア
・
ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
の
徐
で
ホ
ー
ツ

マ
ス
で
開
か
れ
た
日
鋸
訥
和
△
磊
の
前
後
に
、

家
永
は
勢
力
的
に
米
国
各
地
で
゛
座
を
開
い
て

い
る
綱
演
で
と
り
あ
げ
ら
れ
た
テ
ー
マ
は
、

日
本
の
国
民
性
と
政
治
制
度
、
東
洋
・
極
東
の

外
交
剛
題
、
宋
西
文
明
の
比
較
、
日
誘
戦
争
論

等
で
あ
る

筆
者
は
末
だ
家
永
の
シ
ラ
バ
ス
や
越
龜
録

を
↓
旧
に
見
た
こ
と
が
な
い
の
で
、
こ
こ
で
詳
細

に
そ
の
内
容
を
紹
介
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

し
か
し
、
ハ
ハ
し
(
例
治
●
)
年
"
こ
j
ι

同
志
社
人
物
誌
諦

年
と
い
ぇ
ば
、
日
本

年
か
ら

同 社

ンカゴ大学講師時代の家永豊吉(1900年代)
(シカゴ大学図館所蔵)

九

^



オ
ベ
り
ン
大
学
の
雄
弁
大
会
で
演
説
し
た
「
文

明
の
二
つ
の
様
式
」
↓
言
冨
0
ル
ゆ
m
0
{
9
=
一
'

昼
牙
=
が
前
記
『
家
永
豊
吉
と
明
治
憲
政
史

論
』
に
収
録
さ
れ
て
い
る
の
で
、
当
時
、
か
れ

が
抱
い
て
い
た
東
西
文
明
論
の
概
要
を
知
る
こ

と
が
で
き
る
。

家
永
は
東
洋
と
西
洋
の
二
っ
の
文
明
を
比
較

し
て
、
東
洋
社
会
で
は
「
特
定
の
支
配
的
な
原

則
が
完
全
な
優
勢
を
誇
」
つ
て
い
た
こ
と
を
強

調
し
、
「
東
洋
社
会
の
単
純
さ
と
一
様
性
」
を
指

摘
す
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
と
対
器
な
西
洋
社

会
の
多
様
性
と
複
雑
性
に
注
目
し
て
い
る
。
単

一
性
と
複
雑
性
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
は
、
政
治
支

配
の
様
式
か
ら
社
会
構
造
、
愚
の
発
展
文

学
作
品
の
特
徴
、
科
学
や
芸
術
、
道
徳
倫
理
の

基
盤
に
至
る
広
汎
な
領
域
に
お
い
て
認
識
せ
ら

れ
る
。
そ
し
て
、
文
明
発
展
の
水
準
か
ら
い
ぇ

ば
、
多
様
性
の
原
理
に
立
っ
西
洋
文
明
が
優
位

に
立
つ
と
し
て
つ
ぎ
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

「
結
論
と
し
て
、
文
明
が
進
歩
す
る
に
つ
れ
、
社

会
組
織
お
よ
び
個
人
の
考
え
方
、
科
学
研
究
の

対
象
文
学
、
芸
禦
多
様
化
す
る
」
と
。
こ

の
よ
う
に
、
か
れ
は
歴
史
事
実
と
推
曹
よ
っ

て
、
統
合
と
多
様
化
と
い
う
文
明
の
二
つ
の
モ

ー
ド
(
形
態
)
を
析
出
し
た
そ
し
て
、
あ
い

三物人志

対
立
す
る
両
文
明
の
様
式
は
、
今
後
、
産
業
や

技
術
の
高
度
の
発
展
と
専
門
化
の
進
展
労
働

の
分
業
の
促
進
に
ょ
っ
て
、
弱
者
障
害
者
等

「
小
さ
き
者
」
の
存
在
意
義
が
高
め
ら
れ
、
地
球

上
の
不
毛
の
士
地
が
耕
作
可
能
の
士
地
と
な

り
、
や
が
て
シ
ベ
り
ア
や
チ
ベ
ッ
ト
の
末
踏
の

地
に
も
幹
線
道
路
が
走
り
、
絶
滅
し
た
過
去
の

文
明
は
蘇
生
し
、
ニ
ネ
ヴ
エ
や
バ
ビ
ロ
ン
な
ど

古
代
都
市
の
富
は
復
活
し
、
エ
チ
オ
ヒ
ア
の
財

宝
、
ア
ラ
ビ
ア
の
香
料
、
フ
エ
ニ
キ
ア
の
貿
易

も
復
活
し
て
全
世
界
に
通
商
交
易
が
盛
ん
に
な

る
と
し
て
、
末
来
の
文
明
発
展
を
楽
観
的
に
捉

え
て
い
る
。
ま
た
、
無
限
の
複
雑
さ
の
中
か
ら

無
限
の
単
純
さ
が
生
ま
れ
」
、
「
政
治
組
織
と
経

済
組
織
は
お
亙
い
に
吸
収
し
合
い
、
体
化
し
、

最
後
に
は
全
世
界
が
一
っ
の
憲
法
、
つ
の
運

命
、
一
人
の
神
に
ょ
っ
て
結
ぱ
れ
た
共
同
体
に

ま
と
ま
る
し
と
主
張
し
て
い
る
。
い
さ
さ
か
単

純
明
快
な
進
歩
史
観
で
あ
る
が
、
種
の
東
西

文
明
融
合
曹
通
ず
る
世
界
同
胞
意
識
、
ユ
ニ

バ

ー
サ
ル
な
平
和
共
存
の
考
え
方
が
み
ら
れ

る
以
上
、
日
露
戦
争
当
時
の
家
永
の
歴
史
と

文
明
観
の
一
端
を
概
観
し
た
が
、
次
い
で
、
シ

カ
ゴ
大
学
の
大
学
普
及
部
の
廃
止
(
一
九
三

年
)
前
後
の
か
れ
の
足
跡
を
簡
単
に
フ
ォ
ロ
ー

同

し
て
み
ょ
う

家
永
が
、
優
れ
た
語
学
力
を
も
ち
、
稀
に
み

る
雄
弁
な
英
語
演
説
家
で
あ
っ
た
こ
と
は
定
評

が
あ
る
。
か
れ
の
演
説
会
場
は
い
つ
も
聴
衆
で

杯
に
な
り
、
明
晰
な
論
旨
、
豊
富
な
語
粂

ユ
ー
モ
ア
た
っ
ぷ
り
の
明
快
な
英
語
で
日
本
と

東
洋
問
題
ミ
カ
ド
の
国
(
日
本
)
の
地
理
的

条
件
と
歴
史
を
日
米
友
好
を
促
進
す
る
立
場
か

ら
ア
メ
リ
カ
人
に
わ
か
り
や
す
く
解
説
し
た
。

ま
た
、
当
時
、
日
米
両
国
の
争
点
で
あ
っ
た
人

種
偏
見
や
人
種
優
位
の
問
題
を
大
胆
に
と
り
あ

げ
て
諭
じ
て
い
る
。
講
演
場
所
も
シ
カ
ゴ
市
内

)し

だ
け
で
な
く
、
広
く
ア
メ
リ
カ
東
部
か
ら
中
西

部
に
及
び
、
学
校
、
劇
場
教
会
、
画
廊
な
ど

集
会
の
規
模
も
大
小
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
。
日
本

人
排
斥
運
動
や
条
約
改
正
問
題
大
逆
事
件
死

刑
執
行
に
対
す
る
抗
議
運
動
な
ど
数
々
の
頭
の

痛
い
懸
案
を
か
か
え
て
い
た
外
務
省
は
、
家
永

の
演
説
家
と
し
て
の
力
量
と
情
熱
に
注
目
し
、

外
交
政
略
上
、
一
九
0
九
年
こ
ろ
か
ら
四
年

に
か
け
て
か
れ
の
活
動
に
多
額
の
補
助
金
を
支

給
し
て
い
る
。
当
時
、
外
務
大
臣
や
駐
米
大
使

政
務
局
長
と
い
っ
た
高
官
ル
ー
ト
か
ら
資
金
を

得
て
い
た
家
永
に
、
ど
の
程
度
ま
で
政
府
支
配

、
、

、

、

、

、

層
の
推
し
進
め
る
国
策
の
協
力
者
と
い
う
自
覚

同
志
社
人
物
誌
如

社



が
あ
っ
た
か
ど
う
か
不
明
で
あ
る
が
、
か
れ
が

笑
行
し
た
巡
鼎
演
と
H
米
交
換
教
授
と
し
て

渡
米
し
た
新
渡
戸
稲
造
や
工
ー
ル
大
学
の
朝
河

貫
一
ら
の
活
動
と
共
通
す
る
側
血
が
あ
っ
た
こ

と
は
否
{
疋
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
ち
な
み
に
、

し
一
九
三
(
明
治
四
四
)
年
一
打
、
「
日
本
及

ブ
び
日
本
人
と
ア
メ
リ
カ
の
関
係
」
を
王
題
と
す

る
会
議
が
ク
ラ
ー
ク
大
学
で
開
か
れ
た
と
き
、

家
永
は
卿
波
戸
刺
河
高
峰
譲
吉
(
日
本

ク
ラ
プ
会
長
)
ら
と
一
緒
§
議
に
参
加
し
て

三物

い
る

人1ネ

九
卸
に
シ
カ
ゴ
大
学
を
剛
れ
た
家
永

は
、
謡
'
演
と
ニ
ユ
ー
ヨ
ー
ク
無
立
し
た

東
西
新
劉
(
梅
東
の
政
治
経
済
問
題
倫
査

機
関
)
が
そ
の
後
の
活
動
の
拠
点
と
な
っ
た
。

方
、
極
東
蛾
力
に
眼
を
転
ず
る
と
、

ブ

三
年
一
月
に
中
国
武
昌
で
辛
亥
革
命
の
燦

し火
が
あ
が
り
、
翌
午
に
孫
文
が
清
朝
を
打

倒
し
て
圃
畔
人
総
統
に
就
仟
し
た
以
後
中

国
は
新
旧
両
勢
力
と
結
び
つ
い
た
革
命
勢
力
と

)し

反
革
命
軍
の
長
期
の
内
戦
が
続
く
な
か
、
一
鄭

列
強
の
帝
国
主
義
支
配
に
抗
議
す
る
民
族
独
立

運
動
が
各
地
遍
起
す
る
。
こ
の
よ
う
に
況
乱

の
度
を
深
め
る
中
国
と
日
本
の
外
交
関
係
に
対

す
る
米
国
民
の
関
心
が
局
ま
る
最
中
の
一

ブ

志

四
年
、
第
一
次
大
戦
が
は
じ
ま
る
や
日
本
が
ド

イ
ツ
に
宣
戦
布
告
し
、
山
東
省
に
上
陸
青
島

を
陥
落
せ
し
め
て
軍
政
を
敷
く
。
そ
こ
で
、
中

国
は
山
東
省
よ
り
Π
本
軍
の
撤
退
を
求
め
る
が

日
本
政
府
は
応
じ
な
い
で
、
逆
に
中
国
政
」
肘
に

対
華
幻
ケ
条
要
求
を
突
き
付
け
た
。
ア
メ
リ
カ

は
直
ち
に
こ
れ
に
反
発
し
て
「
不
鴛
政
策
」

を
明
尓
、
一
段
と
日
米
の
摩
擦
が
激
し
く
な
っ

て
き
た
。
加
え
て
、
移
民
問
題
を
め
ぐ
る
両
国

の
対
立
は
抜
差
な
ら
ぬ
状
態
に
陥
り
、
一
九
一

(
大
正
二
)
年
に
は
つ

、

カ
リ
フ
ォ
ル

し
し

ニ
ア
州
喫
=
で
排
日
士
地
法
案
が
可
決
さ
れ

た
こ
の
よ
う
な
緊
迫
し
た
世
界
状
勢
の
進
展

の
な
か
で
家
永
が
訥
演
で
と
り
あ
げ
た
問
題

は
、
時
局
を
反
映
し
て
、
日
本
の
第
一
次
大
戦

参
戦
の
理
田
ヨ
ー
ロ
ッ
バ
戦
争
と
極
東
、
日

米
関
係
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
戦
争
、
日
中
関
係
、
山

東
問
題
、
日
本
と
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
問
題
と
い

つ
た
ト
ピ
ッ
ク
ス
が
Π
立
つ
。
日
米
関
係
轟

化
す
る
な
か
、
講
演
活
動
を
通
じ
て
日
本
の
実

状
と
一
酋
を
冷
静
に
説
き
、
か
っ
ア
メ
リ
カ
人

の
正
義
と
公
平
、
寛
{
谷
の
精
神
と
ヒ
ユ
ー
マ
ニ

ズ
ム
を
信
頼
し
て
や
ま
な
い
家
永
の
民
間
外
交

家
と
し
て
の
奮
鬪
ぶ
り
が
浮
彫
に
さ
れ
て
く

る
0

可1

同
志
社
人
物
誌

民
間
外
交
・
筥
と
し
て
の
フ
ィ
ナ
ー
レ
を
飾
る

仕
事
は
、
九
三
(
大
正
一
こ
年
の
ワ
シ

ン
ト
ン
会
誓
お
け
る
働
き
で
あ
ろ
う
。
加
藤

友
三
郎
を
全
権
と
す
る
ワ
シ
ン
ト
ン
会
議
代
表

団
の
一
員
に
、
日
本
大
使
館
顧
問
格
と
し
て
加

わ
っ
た
。
そ
し
て
、
条
梨
締
結
さ
れ
、
任
務

か
ら
解
放
さ
れ
た
の
を
契
機
に
第
一
線
か
ら
引

退
、
一
九
三
六
(
昭
和
)
年
、
ニ
ユ
ー
ヨ

ー
ク
州
の
凍
結
し
た
オ
ニ
ー
ダ
湖
上
で
不
慮
の

死
を
と
げ
る
ま
で
、
著
述
と
講
演
活
動
を
中
心

と
す
る
静
か
な
悠
々
自
適
の
生
活
に
入
っ
た
。

か
け
捻
し

現
在
で
は
、
「
太
平
洋
の
懸
橋
」
と
し
て
家
永

が
貢
献
し
た
事
実
を
知
る
人
は
少
な
い
か
つ

て
、
新
島
の
説
得
を
聞
き
入
れ
ず
同
志
社
に
不

満
を
抱
い
て
去
っ
た
「
放
蕩
息
子
」
(
新
島
襄
あ

て
家
永
書
簡
の
中
の
暴
禾
)
の
家
永
が
、
若
き

日
に
師
か
ら
口
伝
え
に
伝
授
さ
れ
た
キ
リ
ス
ト

教
的
国
際
主
義
と
人
類
愛
、
そ
し
て
世
界
同
胞

主
義
の
精
神
が
、
や
が
て
、
日
米
両
国
の
友
好

の
紳
の
確
立
に
心
を
砕
く
機
縁
と
な
っ
た
不
思

議
な
運
命
を
思
わ
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
。

こ
こ
に
も
、
新
島
が
ま
い
た
「
一
粒
の
麦
」

の
豊
か
な
実
り
が
あ
っ
た
。
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